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成果の概要 

 

先進国で半世紀前から急増したアレルギー疾患などの Non-communicative diseases は今や世

界中の子どもたちに敷衍し、その原因究明と対策が急がれており、出生コホート研究による因

果推論が必要となっている。本研究は、出生コホート研究である第一次成育コホート研究と第

三次成育コホート研究、アレルギー疾患のハイリスクコホートであるハイラッド研究と疾患コ

ホート研究のデータベースを構築する。第一次成育コホート研究における 17歳時質問票調査

については 744名からの延長同意が得られ、引き続き約 50%と高い追跡率を維持している。

2021 年より 17歳健診および母親健診が開始され月 1回程度の集団健診等として実施し、高校

生が対象であるにも関わらず計 503組という高い参加率を得て 2023年度内に終了した。現在

19 歳質問票の開発を終了し、順次発送している。17 歳までの質問票で収集したデータにおい

てはデータクリーニングし固定作業を行った。今回、第一次成育コホート研究において収集し

た固定データの解析結果をもとに、妊娠中から乳幼児期のペット飼育と、その後の湿疹発症と

の関連およびフィラグリン遺伝子変異による影響を検討した。その結果、妊娠中から 3歳まで

の家庭内でのイヌ飼育は、その後 5歳までの湿疹発症を有意に減少させたが、ネコ飼育と湿疹

発症とは有意な関連は認めず、この関連はフィラグリン遺伝子変異のない児でのみ有意である



 

ことを明らかにし、この結果を国際誌で論文報告した。アトピー性皮膚炎のハイリスク家系か

ら出生した乳幼児が参加するハイラッド研究においては 102名の登録を完了し、分娩前の母体

ABPC 投与と生後 1か月児のアトピー性皮膚炎（AD）発症および腸内・皮膚マイクロバイオー

ムとの関連について検討した。結果、ABPC 投与により有意に乳児 ADが増加し、便 E.faecalis 

と B.longum といった既報で ADとの関連が報告される腸内細菌について有意な減少を認め、母

胎抗菌薬投与による児アレルギー疾患発症リスクのマイクロバイオーム関与について出生コホ

ート研究で初めて示唆した。アレルギー疾患コホート研究は 2020年 12月〜2022 年 9月まで

764 名（アトピー性皮膚炎 466名、気管支喘息 103名、即時型食物アレルギー476 名、食物蛋

白誘発胃腸症(FPIES)145名）の新規登録を達成し終了した。参加者には登録から 24カ月まで

は半年ごと、以後 20歳まで 1年ごとに質問票調査を行う予定である。 

 

 


